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２．１７（３） 管材別施工要領 

 

§１ダクタイル鋳鉄管配管（ＤＣＩＰ） 

ア 継手の施工要領 

    Ａ 継手の種類 

     ダクタイル鋳鉄管の接合形式は多岐にわたっているが、いずれも（フランジ形、

ＫＦ形、及びＵＦ形は除く）伸縮及び可とう性（１～５゜程度曲げ角度が許容され

る）に優れ、管体に無理な応力を与えることなく地盤の変動によく順応できる。 

    その選定にあたっては、各種継手の特徴及び用途を熟知し、使用条件に最も適し

たものを選ぶことが大切である。 

 

● Ｋ形、Ｕ形、Ｔ形、フランジ形 

（ＪＩＳ Ｇ ５５２６ ＪＩＳ Ｇ ５５２７ ＪＩＳ Ｇ ５５２８ 等規格品） 

 ＪＩＳで定められている接合形式について、適用呼び径、管種、特徴及び設計・

施工の留意点等を、以下に示す。 

 

接合形式 呼び径(mm) 管種 特   徴 設計・施工の参考 

Ｋ形 75～2,600 D1～D5  ゴム輪は、角ゴムと丸ゴ

ムを一体化したもので、丸

ゴム部を強く圧縮させる

ので、圧縮量が大きく、継

手の水密性を高めたメカ

ニカルタイプで、伸縮性及

び可とう性がある。 

・一般用 

・許容曲げ角度を考慮すること。 

・温度変化吸収のための伸縮継手は不要。 

・抜出し力の働く箇所には、適切な防護が

必要。 

 

 

 

 

 

 

Ｕ形 700～2,600 D1～D5 管の内面から接合を行

うメカニカルタイプで、継

手の水密性はＫ形と同じ

である。 

伸縮性及び可とう性が

ある。 

・ずい道内、シールド内及び掘削幅が狭い

所に適する 

・許容曲げ角度を考慮すること。 

・シールド内配管の場合、その内径は、管

呼び径 +600mm 以上が必要。 

・温度変化吸収のための伸縮継手は不要。 

・抜出し力の働く箇所には、適切な防護が

必要。 
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接合形式 呼び径(mm) 管種 特   徴 設計・施工の参考 

Ｔ形 75～2,000 D1～D5 受口の内面にゴム輪を

装着し、テーパー状の挿し

口を挿入するのみで、接合

できるプッシュインタイ

プである。 

作業が迅速であり、継手

の水密性が高く、かつ伸縮

性及び可とう性がある。 

・一般用（直線部の多い管路に適する） 

・許容曲げ角度を考慮すること。 

・呼び径 300mm 以上の異形管については、Ｋ形

異形管を用いる。 

・切管をした場合、挿し口端に所定の面取りが

必要。 

・温度変化吸収のための伸縮継手は不要。 

・抜出し力の働く箇所には、適切な防護が必要。 

・Ｔ形管の受口にＫ形及びＵ形の直管を接合す

る場合は、Ｔ形の挿し口部許容差を満足して

いるものを用い挿し口部端面を規格に示すテ

ーパー状に加工する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔異形管部の配管例〕φ３００以上の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フランジ形 

 

75～2,600 

 

DF 

両方のフランジの合わ

せ面に、ガスケットをはさ

んでボルトで締め付ける。 

剛性の大きい継手であ

るから、たわみや伸縮性は

ない。 

 

7.5Ｋ ＲＦ形－ＲＦ形の組合せ 

 

呼び径  75～250ｍｍ 

呼び径 300～600ｍｍ 

呼び径 700～2,000ｍｍ 


